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D  1 家 庭 生 活 にお け る パ ーソ ナ ル コ ン ビA        － タ の利 用(  第1   41 )

図 形 パタ ー ン 転 位 法 に よ る 平’面 計 百 図 作 成 用 プ ロ グ ラ ム の 試 作 と 利 用

名 古 屋女 大 家 政　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松Ill　 正 彦

目 的　 住 居 の平 面 計 薗図 を 琲く 方 法 とし て は 、 近頃C    A   D   シ ス テ ムも 注目 さ れて い る か、

価 格 的 に は随 分 高い 。 筆 者 は、 家 庭 生 活 及 び 教 育 機 関 の 住 居 学 の 実 習 に お い て 、 平 面 計 画一

図 を 考 え る 特 、 設 計 の 専PI'家 で な く て も 、 手 書 き の場 合 やｃ ＡＤ シ ス テ ム に 比 較 し･て 、 よ

り 良 い 聞 取 り か、 よ り 早 く 簡 単に 、 より 美 し く 摘 け るプ ロ グ ラ ムを 関 発 し た ので 報 告 す る。

プ ロ グ ラ ム の 試 作 方 法　 今回 のプ ロ グ ラ ムa 、 メ イ ンC    P   U   が80286  （8HHz) 、 メ イ ン メ

モ リ は １ MB の 機 種 を 使 用し て 試 作 さ れ た 。 ま た ｏ ｓ はｃ Ｐ M  -86　V  1. 1  L 4. 2 で 、 言 語 は Ｆ

－B   A   S    I    C 86　V  2 . 1 を 使 用し た。 なお 、 ディス ク はＩ HB の フa    ッ ピ デ ィ ス クを ２ド ラ イ ブ

用 意 し た 。 他 に640 ×400 ド ッ} ■ 表 示 のC    R   T   と 、24 ピ ン の 漢 字プ リ ン タを 接 続し た 。

今 回 試 作し た平 面 計 百図 作 成 用プ ロ グラ ム は、10 儒 のサブ プ ロ ダ ラ ム で 構成 さ れて い る 。

希望 の居 住 空間（18 ≪ 類） の 番 号を 選 ぶと 、 空 間 の設 計 条 件(  52 項 目 ） か 表示 さ れ る ので 、

こ れ に 従 い 大 き さ と 形 状(  25 ≪ 類 ） 及 び 位 置を 選 び 方 眼 紙 に 転 位 す る。 次 に 希 望 の 図 形 パ

タ ー ンを 指 定 す る と 、 大 き さ や 方n の 異な る 群 細 パ タ ーン（145  種 類)  が 表 示 さ れる の で 、

転 位 し 殯 き 加え る 。 楠 き 込 み後 の図 面 の修 正 や 移 動な ど も 可 能 とな る よ うプ ロ グ ラ ムし た。

結 果 考 察　 今 回 試 作 さ れ たプ ロ グ ラ ム の 大 き さ は 、 最 大 の サプ プ ロ グ ラ ム で36kB 、 １ 図

面 の 保 存に は32kB  必 要 であ っ た。 製 作さ れ た図 面 を フ ロ ッピ デ ィス クに 保存 す る に は18  秒 、

図 面 を 読 み 出 すに は12  秒 要 し た。 平 面計 画 図 は1 ／200 の 縮 尺 で 濃浹2 色 を 使い 印 刷さ れ た。

１ 図 面 製 作 の 所 用 時 間 は 、 試 作 の シ ステ ム に 慣 れ て な い 者 で １ 峙 間 弱 で あ っ た。 ま た、 図

面 をa  作 す る に あ た っ て 、C    A   D シ ス テ ム の よ う な 高 度 な 操 作方 法 も 必要 とし な か っ た。

D  2 積 雪 地 域 に お け る 暖 房 方 法 と 結 露

新 潟 大 教 育　　 五 十 嵐 由 利 子

く 目 的 ＞　　　　 積 雪 地 域 に お け る結 蕗 は、 冬 季 に 多 く 発 生 し て い る。 低 温 高湿 な 屋 外 の気

候 が そ の 要 因 の ひ と つ と な っ て い る と も 思 わ れ｡る が、 結 露 防 止 の た め に は、 そ れに 対 応し

た 住宅 の 性 能 や 住 み方 が 要求 さ れ る。 本 報 は 冬 季 の 結 露 発 生 の 要 因 を 暖 房 方 法 と の 関 わり

の 面 か ら 検 討 す る。

＜ 方 法 ＞　　　　 札 幌、 秋田、 新 潟、 長 岡、 上 越、 金 沢 の ６ 地 域 の 小 学 校､･　高 等 学 校、 計19

校 の 家 庭 を 対 象 に ア ン ヶ-  ト 調 査 を1986 年 ４月 に 行 っ た。 回 収 数 は1888 戸 で あ っ た。

＜ 結 果 ＞　　　　1  ） 使 用暖 房 器 具：　札 幌 で は セ ン ト ラ ル ヒ ー テ ィ ン グ、 煙 突 付 スト ーブ な

ど 設 備 化さ れ た 器 具 が 多 く、 移 動で き る 開 放 型 石 油 スト ーブ は 少 な く、 ガ ス スト ーブ は 皆

無 で あ っ た。 一 方、 他 の 地 域 で は 開 放 型 石 油 スト ーブ の 使 用 率 が 高く、 １ 住戸 に2 台 以上

の 家 が多 か っ た。 ま た、 新 潟 県 の３ 地 域 で はガ ス スト ーブ の 使 用 率 も 高 か っ た。

2  ） 全 般 的 な 結 露 発 生 状 況：　長 岡 が 高 く、 新 潟、 札 幌 が や や 低い 傾 向 に あ り、 ま た、 札幌

で は 暖 房 室 よ り 非 暖 房 室 に お け る 結 露 発 生 率 が 高く、 他 の 地 域 で は 暖 房 室 の 方 が 高か っ た。

3   ） 使 用暖 房 器 具 別・ 結 露 発 生 率：　必 ずし も 密 閉 型 暖 房 器具 の 方 が 結 露 參 生 率 が 低 いと い

う 傾 向 で はfj: か っ た。 こ れ に は暖 房 中 の生 活 行 為 や 住 宅 の 性 能 な ども 関 連し て い る と 考え

ら れ る が、 主 な 暖 房 器 具 に つ い て は 次 の 通 り で あ っ た。a  ）F   F ス ト ーブ：　札 幌 が10.5 χと

高 く、 最 も 低 い 新 潟 の ほ ぼ 倍 く ら い の 発 生 率、b  ） 開 放 型 石 油 スト- ブ：　秋 田 が10.7j; と 高

く、 上 越 が3.  9Si、 他 の 地 域 は5  3;か らe% く ら い の 発 生 率、c  ） 開 放 型 ガ ス スト ーブ：　最 高が

長 岡 の5.1% で、 長 岡 と 上 越 で は 石 油 スト ーブ の 発 生 率 よ り 少し 高い 発 生 率 で あ っ た。


